
                      　 日本国憲法における人権保障に関する次の記述のう ち妥当なのはどれか。

１ ． 基本的人権は， 天皇から の恩恵と し て， 国民に与えら れたも のである。

２ ． 国は， 法律の根拠があれば， 基本的人権に対し ていかなる制限を加えるこ と も 許

さ れる。

３ ． 国民は， 基本的人権を濫用し てはなら ず， 常に公共の福祉のために利用する責任

を負う 。

４ ． 基本的人権は個人の権利であるから ， 会社などの法人には保障さ れない。

５ ． 基本的人権が私人同士の間で侵害さ れた場合， 裁判所は， 憲法の基本的人権の規

定のいずれについても ， 私人間の関係に直接適用し て紛争を解決する。



                    　 正方形の紙を 用意し ， 図Ⅰのよ う に紙の表側に１  ６  等分する 線を 引いた。 こ

の紙を五つの紙片に切り 分けたと き ， そのう ちの三つが図Ⅱのよう であっ たと き ， 残り

の二つと し て妥当なも のをア～エのう ちから 選んでいるのはどれか。

ただし ， 紙は裏返さ ないも のと する。

１ ． ア， イ

２ ． ア， ウ

３ ． ア， エ

４ ． イ ， ウ
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